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＜ は しが き ＞

従来、 心 不全 の評 価 は
， 心収縮 性 あるい は拡 張特 性と いっ た 心臓固 有の 性

能 を 反 映 す る 指 標 を 出 す こ と が 主 眼 と さ れ て き た。 し か し、 実 際 の 病 的 心 臓

の 動 作状態 は、 心臓 の性 能と負 荷 との 複雑 な干 渉の結 果、 落 ち着 いた状 態 で

あ る。 した が っ て、 心 不 全 の 増 悪 な ど 動 作 状 態 の 変 化 の 予 測 に は 心 臓 の 性 能

の み の 指 標 で は 不 十 分 で あ る
。

Ｗａｖｅ ｉ航ｅｎｓｉｔｙ は 波 動 解 析 を 応 用 し
、

心 血 管

系干 渉 を評 価 しよ うと する もの で、
心不 全評 価の 新 しい局 面を 開く もの と思

わ れ る
。

わ れ わ れ は
、

超 音 波 技 術 を 用 い る こ と に よ り、 欄ｙｅ ｉ航ｅｎＳｉｔｙ と い う 新 し

い指 標 を非侵 襲的 に測 定す るこ と を可能 と した。 本 研究 の 目的 は市販 の超 音

波 装 置 を 用 い て ＷａＶｅｉ航 ㎝Ｓ 的 を 計 測 す る シ ス テ ム を 完 成 さ せ
， 拡 張 型 心 筋

症 な どの 心 不 全 患 者 の 新 し い 病 態 評 価、 治 療 効 果 判 定 に 応 用 し， そ の 有 用 性

を 検 討 す る こ と で あ る．
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ｄｉｓｅａｓｅ ㎜ ｄ 鵬 ｄｉｃａ１ ｍ ㎝ａｇｅｍｅｎｔ，
（東 京

，
２００４）

玉２） 仁 木 清 美：第 ６８ 回 冒 本 循 環 器 学 会：Ｇｅｎｄｅｒｄ冊ｅｒ㎝ｃｅｓｉｎｔｈｅ

ｐｒｏｇｒｅｓｓｏｆｃａｒｏｔｉｄ 鮒 ｅｒｉａ１ｓｃ１ｅｒｏｓｉｓ （東 京
，

２００４）

１３） 仁 木 清 美 ： 第 ７６ 回 冒 本 超 音 波 医 学 会 ・ シ ン ポ ジ ウ ム “血

流 Ｎｅｗ Ｈｏｒｉｚ㎝一超 音 波 で 血 流 を 見 る
’’

： Ｗａｖｅｉｎｔｅｎｓｉ奴 （札 幌
，

２００３）

１４） 仁 木 清 美 １ 第 ４２ 回 エ ム ・イ ー 学 会 ・ シ ン ポ ジ ウ ム “超 音

波 に よ る 生 体 情 報 の 最 大 利 用
’’

： Ｗａｖｅｉ飾 ｎｓｉ蚊 の 測 定
，

（札 幌
，

２００３）

１５） Ｎｉｋｉ Ｋ
。：

７ｔｈ Ａ ㎞ 脇１ Ｍｅｅ 脇 ｇ ｏｆ 臨ｅ Ｅ ㎜ｏｐｅ㎝ Ａｓｓｏｃｉａｔｉ ㎝ ｏｆ

Ｅｃｈｏｃａ：ｒｄｉｏｇｒａｐ
ｈ
ｙ： Ｅｖａ亘篶盈ｔｉｏｎ ｏｆ ｔｈｅ ａ二ｓｓｏｃ云ａｔ量０Ｒ ｂｅ 耐 ｅｅｎ ｉｎｃｒｅａｓｅｄ

ｉｎｔｉｍａ－ｍｅｄｉａ ｔｈｉｃｋ血ｅｓｓ 狐 ｄ ｓｔｉ飾 ｅｓｓ ｏｆ 鮎ｅ ｃ◎ ㎜ 皿ｏｎ ｃ孤ｏｔｉδ 揃 ｅｒｙ

（ＢａｒｃｅＩｏｎａ，
２００３）

１６） 石 塚 尚 子 ： 第 ２３ 回 目 本 臨床 麻 酔 学 会 ワ ー ク ショ ッ プ

『経 食 道 心 エ コ ー 法 の 最 前 線』 ４． 僧 帽 弁 形 成 術 の ピッ ト フ

ォ ーノレ （山 口
，

２００３）

１７） 石 塚 尚 子 ： 日 本 心 エ コ ー 図 学 会 第 １ 回 秋 期 講 習 会

ＨＯＣＭ の 各 種 治 療 法 （肋 ｇ，ｐａｃｉ㎎，ａｂ１説ｉ㎝，ｓひｒｇｅｒｙ） と 心 エ コ ー

（東 京
，

２００３）．

１８） 仁 木清美 ：第７６ 回目本超音波 医学会；新 しい心血管年齢

指標 と 血 管ス テ ィ ッ フネ ス （札 幌， ２００３）

１９） 仁 木 清 美 ： 第 ６７ 回 員 本 循 環 器 学 会 ：Ａｓｙｓｔｅｍ おｒｏｎｅ－ｐｏｉ航

㎜ｅａｓ 鵬 ㎜ ㎝ｔｏｆｃ孤ｏｔｉｄ 航 ｅｒｉａ１ｐｕ１ｓｅ ｗａｖｅ ｖｅ１ｏｃｉｔｙ （福 岡
，

２００３）

（３） 出版物

１
．

２
．

３
、

石塚尚子：新目でみる循環器病シリ ーズ：１４ 成人先天性心疾

患 ：先天性心疾患における径食道エ コ』検 査の意義 （丹羽 公
一 郎 ・ 申 澤 誠 編 集） メ ジ カ ル ビ ュ ー 杜

，
２００５

， ｐ９９－１０４

古 堅 あ ず さ
， 石 塚 尚 子 ：新 目 でみ る 循 環 器 病 シリ ー ズ：２ 心 エ コ

ー図：ＣＲＴ の応用 組織 ドプラ法 （赤石誠 編集） メ ジカ ル ビ

ュ ー 杜
，

２００５
， ｐ７２・７７

菅原 基晃， 仁 木清美 心臓と血 管系の干 渉か ら見る動脈硬 化一

Ｗａ∀ｅｉｎｔｅｎＳｉ完ｙ の 応 用
，

（松 尾 汎 編 集） 血 管 エ コ ー テ ク ニ ッ

ク と 意 義
，

ＩＮＮＥＲ ＷＳＩＯＮ
，

２００６
， ｐ１６４’１７３



４． 石 塚 尚子 ：心 エ コ ー 検 査 の ピッ トホ ー ル ２ 章 経 食 道 心 エ コ ー

検 査 の 適 応 （羽 田 勝 征 編 集） 中 外 医 学 杜 ２００５， ｐ２７・３３

５． 菅 原 基 晃
， 仁 木 清 美

，
常 徳 華 ｎＩ 各 論 一 頚 動 脈 Ａｕｇ㎜ ㎝ｔａｔｉｏｎ

ｉｎａｅｘ，
（松 尾 汎 編 集） す べ て わ か る 血 管 エ コ ーＡＢＣ， メ

ジ カ ル ビ ュ ー 杜
，

２００５
， ｐ８６・９３

６． 菅 原 基 晃， 仁 木 清 美，
血 管と 血 流 一 ウェ ー ブイ ンテ ン シテ ィ の

超音波計測， （伊東紘一 編集） 別冊・ 医学のあゆみ 超音波

医 学 最 前 線 一 新 技 術 と 臨床 応 用， 医歯 薬 出 版， ２００４，

ｐ１３９．１４７



研究成果

（１） 計測システムの完成

いくつ かの試作機 にシス テムを組 み込んできたが， 今 回の研究 で市販機に応

用 した． 市 販 機 用 の ソ フ トは い ろ い ろ な制 約 を 受 ける た め， ソ フ トの 改 良 に 多

く の 時間 を 要 した が
， 最 終 的 に 新 型 市 販 超 音 波 装 置 ＳＳＤ６５００（ア ロ カ 杜 製） に

計 測 シス テ ム を 組 み 込 ん で 完 成 さ せ た．

（２） 平成 １５ 年度の研 究成果

こ の 装 置 を用 い て、 健 常 人 で 検 査 を行 い
、

正 常 値 の 検 討 を 行 っ た。 ま た 拡 張 型

心筋症を含む種々の心疾患症例で計測を開始 した。

拡 張 型 心 筋 症 に お け る Ｗ訊ｖｅ ｉｎｔ㎝ｓ批ｙ 波 形 の 特 徴 は 駆 出 早 期 の 正 の ピ ー ク

（Ｆｉｒｓｔｐｅａｋ） が 低 い こ と で あ る。 し か し 興 味深 い こ と に
、

若 年 の 拡 張型 心 筋 症

例 で は
、

心 エ コ ー 上 著 明 な 心 拡 大 と 収 縮 低 下 を 示 しな が ら も Ｅｉｒｓｔｐｅａｋ が 正 常

と 変 わ ら な い 症 例 が 認 め ら れ た。 こ の よ う な 症 例 で は 頚 動 脈 の 血 管 ス ティ ッ フ

ネ ス が 低く 血 流 速 度 が 速 い こ と が 多 かっ た
。

一 方
、 申 高 年 で 発 症 し た 拡 張 型 心

筋 症 例 で は
、

血 管 ス テ ィ ッ フ ネ ス が 高 く
、 ｗａｖｅ 虹ｔｅｎｓｉ蚊 の Ｆｉ蝸ｔｐｅａｋカミ低 い

こ とカミ特 徴 で あ り、 心 不 全 発 症 に 血 管 系 の 硬 化 に よ る 後 負 荷カミ影 響 して い る こ

と が 推 測 さ れ た。 こ の よ う に 心 不 全発 症 年 齢 に よ り 駆 出 様 式カミ異 な る こ と は、

心 エ コ ー で は 提 完 難 く
、ＷａＶｅｉｎｔｅｎＳｉｔｙ に よ る 評 価 が 有 効 で あ る と 考 完 ら れ た

。

今後は症例を増やすとともに、 薬物治療の効果を検討 していく 予定である。
ま た

、
拡 張 障 害 に よる 心 不 全 を き た す 肥 大 型 心 筋 症 に お い て も 検 討 を 行 っ た。

拡 張機 能 の 指 標 と して ｗａｖｅｉｎｔ㎝ｓｉ蚊 の Ｓ㏄ｏｎａｐｅａｋ が 有 用 で あ る と 考 完 られ

て い る が、 肥 大 型 心 筋 症 で は Ｓ㏄ｏｎａ ｐｅａｋ 淡 低 下 して い る も の が 多く、 特 に年

齢 と 相 関 して Ｓｅｃｏｎｄ ｐｅａ炎 が 下が る こ と は健 常 例 で は 認 め られ な い こ と で あ る。

（３） 平成１６年度の研究成果

拡 張型 心筋症症例お よび他の心臓疾 患奨励での計測 を継 続 し， 検 討を加 えて，
イ ギ リ ス で の Ｗ＆ｖｅｉｎｔ㎝ｓｉｔｙ 研 究 会 （Ａ 鵡 ｒｉａ１ 舳ｎｃｔｉｏ巫 αぷ ｗａｖｅｉｎｔｅｎｓｉ蚊１

ｃＯｎｃｅｐｔｓ， ｃｏｎ 枕ｏｖｅｒｓｉｅｓ ａｎｄ ｃ１ｉｎｉｃａ１ ａｐｐ１ｉｃａｔｉｏｎｓ，
２００４） で 発 表 し た （Ｈｅａ批

ｖａ１ｖｅｄｉｓｅａｓｅａｎａｃａ 紬 ｏｍｙｏ脾ｔｈｙ）． イ ギ リ ス の Ｉ㎜ｐｅ 曲１Ｃｏ１１ｅｇｅ で も 以 前 よ

り Ｗａｖｅｉｎ吃ｅｎｓｉｔｙ の 研 究 を 行っ て い たが
， 今 後 は我 々 の 装 置 を使 用 して 検 討す

る こ と と な っ た
．

ま た， 各 種 薬 物 の 影 響 も 検 討 し， ヨ ー ロ ッ パ エ コ ー 会 議 で 発 表 し た

（ Ｃｈａ忍ｇｅｓ ｉｎ ａ抗ｅ正ｉａ１ ｈｅｍｏｄ
－ｙｎａｍｉｃｓ ｃａａｓｅｄ ｂｙ ｓｉ１ｄ－ｅｎａ丘１

，
Ｅｕｒｏ ｅｃｈｏ

２００４）
．

（３） 平成 １７ 年度 の研 究成果



多く の 拡 張 型 心 筋 症 症 例， 肥 大 型 心 筋 症 症 例， 虚 血 性心 疾 患 症 例， で 計 測 し，

検 討 し た 結 果，
拡 張 型 心 筋 症 で は 心 エニコー 検 査 で の左 室収 縮 率 よ り ＮＹＨＡ と の

相 関カミ高く， 予 後 判 定 に 有 用 で あ る こ と が 判 っ た１ ま た
， 肥 犬 型 心 筋 症 で は 拡

張 能 の 指 標 と して 有用 で あ る こ と が 示 さ れ た． さ ら に 虚 血 性 心 疾 患 のイ ベ ン ト

発 生 の リ ス ク 評 価 に 有 用 で あ る こ と 添 示 さ れ た． こ れ ら は 超 音 波 医 学 会， ヨ ー

ロ ッ パ 心 工 ロ ー 学 会 に お い て 発 表 した （第 ７８ 回 超 音 波 医 学 会 ： 肺 ｏｔｙｐｅｓ ｏｆ

ｅｊ ㏄ｔｉｏｎ ｍ ｏｄ
－ｅ

ｉｎ ａｉ１ａｔｅｄｌ ｃａ 珊ｉｏ ｍｙｏｐａｔ 軌 ９ｔｈ Ａｎｎｕａ１ Ｍ１ｅｅｔｉｎｇ ｏｆ もｈｅ

Ｅｕｒｏｐｅａ互 Ａｓｓｏｃｉａ二ｔｉｏｎ ｏｆ Ｅｃｈｏｃａ 珊ｉｏｇｒ 即 亙ｙ： Ａ ｐｏｓｓｉｂ１ｅ 脾 ｅｄ
－
ｉｃｔｏｒ ｏｆ

ｃａｒａｉｏ∀ａｓ㎝ 腕 ｅｖｅｎｔｓ，
２００５）． ま た

，
心 不 全 や 狭 心 症 治 療 薬 の ニ トロ グ リ セ リ

ン の 効 果 を 検 討 し， 第 ６９ 回 冒 本 循 環 器 学 会 に お い て 発 表 し た （Ｅ茄ｅｃｔｓ ｏｆ

ｓｕｂ１ｉｎ 駆 ａ１ ｎｉ倣ｏｇ１ｙｃｅ正ｉｎ ｏｎ ａｒｔｅ 由
一
１ ｐｕ１ｓａｔｉ１ｅ ｈｅ ｍｏａｙｎａ 醐ｉｃｓ，

２００５）
．

（５） 研 究の総括

３ 年 間 の 研 究 で Ｗａｖｇｉ砒ｅ鵬ｉｔｙカミ心 不 全 患者 の 病 態 解 析， イ ベ ン ト発 生
，

予

後 の評 価 に 有用 で ある こと が 示 され た． 海 外 で も徐 々 に 注目 を浴 びて き て お り
，

今 後 も 開発 し た シス テ ム を用 い て さ ら に研 究 を続 けて いく．




